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今月の内容 ●繊維製品の３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の現状と課題 

●繊維資源植物としてのケナフ 

●用途開発進む生分解性プラスチック 

繊維製品の３R（リデュース・リユース・リサイクル）の現状と課題 

１９９９年の産業構造審議会地球環境部会、廃棄物・リサイクル部会合同基本問題小委員会報告書

「循環経済ビジョン」において、①排出量の多いもの、②資源の有用性の高いもの、③処理困難性の

高いもの、の３つの優先度の高い品目から、優先的にリサイクルに取り組むべきであるとの指摘があ

りました。繊維製品は、含有資源の有用性や、処理困難性については一般的に優先度は低いと思われ

るものの、排出量の面では衣料品のみで年間約１００万トンもの排出量を有していると見られており、

一般廃棄物全体の約２％を占めています。 
 加えて、近年の繊維製品の低価格化の進展に伴って、製品の使い捨て傾向が強まる等製品のライフ

サイクルの短期化が進展したり、輸入品の急増等に伴う供給過剰により売れ残り品が増加している懸

念等もあることから、廃棄物の更なる増加が引き起こされている可能性も指摘されています。 
一方、衣料品などを含めた繊維製品全体の再商品化率（リユース・リサイクル量／排出量）は１０％

程度です。繊維製品のリサイクルは、これまでは故繊維業界（繊維製品を回収・分別・再商品化を行

う事業者）の活動によるものが中心となっており、回収された繊維製品は、①中古衣料として再度市

場に出荷、②裁断してウエス（工場用油ふき雑巾）に加工、③反毛（わた状に戻すこと）して糸（特

紡糸）や作業手袋、不織布などに再生、の３つが主な用途として存在しています。１９９９年度の繊

維総排出量２０８万ｔのうち再生資源としての回収量は２６万ｔです。その内訳は、古着として再利

用されているのが７．２万ｔ、ウエス原料としての再利用が５．５万ｔ、反毛原料としての再利用が

４万ｔ、産業廃棄物（繊維屑）の再利用が８万ｔです。 
愛知県岡崎市周辺は反毛技術を持った事業所や繊維原料商が多数集中している日本最大の繊維リサ

イクル産地で、国内はもとより海外からも繊維廃棄物が大量に集まってきています。しかし、輸入等

によるバージン品の低価格化などの影響によって、こうした再生繊維製品の需要が減少傾向にあり、

作っても売れない状況に至っています。また、新たな再生用途の開拓も大きな進展をみせていないこ

とから、繊維廃棄物処分問題は、日に日に深刻の度合いが増してきています。 
そのため、今後は用途開発を明確にした－①再生繊維に新しい機能性を付与する技術②熱源として

再利用するサーマルリサイクル技術③合成繊維を解重合してモノマーまで戻す技術④ペットボトルの

ように再溶融繊維化する技術－等への取り組みが必要と思われます。 
（三河繊維技術センター 市川 進） 
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最近、ケナフという植物に注目が集まって

いる。この植物は、一年草植物で、大量の二

酸化炭素を吸収し、更に木材などに代わる工

業材料になることが期待されている。ここで

は、このケナフについて繊維資源の視点から

紹介する。 

１ ケナフと環境 

ケナフは成長速度が著しく速く、また単位

面積当たりの繊維の生産量が多いため、空気

中から吸収する二酸化炭素の量が多く、地球

温暖化防止に寄与する植物として環境面から

注目を集めている。また、木材繊維の代替と

して、ケナフを紙やボード、その他の繊維製

品などに利用できるとして繊維資源面から期

待されている。 

２ ケナフの利用状況 

ケナフの幹の切断面を観察すると、薄い外

側の内側に靭皮繊維の層があり、その内側が

芯部になっている。靭皮部と芯部との割合は

30～35％：65～70％位であり、品種改良も進

められている。 

表はケナフの部位別利用状況を示したもの

である。 

（１）繊維製品としての利用 

ケナフの靭皮繊維はエジプトのミイラの着

衣にケナフが用いられていたとの言い伝えが

あるほど歴史は古い。亜麻、苧麻、大麻、ケ

ナフなどの麻類といわれる繊維の織物は綿花

が大量に栽培されるまで続いた。その後、ケ

ナフは他の麻類と同様に合成繊維の攻勢にさ

らされて需要は減少したが、その特徴ある性

質から近年、各国で研究開発が進められてい

る。日本でも消費者の天然物志向の影響もあ 

り、ケナフ織物の研究開発が盛んであり、綿

紡績各社から製品発表や市場開拓が始まって

いる。そのほとんどは、同じくセルロース系

繊維である綿との混紡であり、リサイクルポ

リエステルとの混紡製品も開発されている。

ケナフ製品は、①綿１００％に比べて軽く吸

水・放出性に優れる②シャリ感の肌触りと独

特の風合い③野趣ある光沢性－などの特徴を

持つ。これらケナフの持ち味を発揮できる製

品の研究開発が進められている。 

（２）産業資材としての利用 

 生分解性のケナフ繊維を原料とした不織布

は人工芝生や種子のベッドとして有望である。 

また、自動車関連製品では、ケナフとポリ

プロピレンで成型したドアトリム(ドアの内

側の緩衝材)が開発され、従来品と比較して曲

げ強さや寸法安定性が高いと報告されている。 

 ケナフ繊維が軽いこと、対摩擦強度が大き

いこと、弾性率が高いことに加え、多孔質的

な構造から音響吸収効果も想像され、乗り物

への利用が更に期待されている。 

３ 三河繊維技術センターの取り組み 

当センターでは平成９年度から、ケナフと

同じセルロース系繊維である綿やレーヨン等

に対し、加水分解酵素セルラーゼを利用し風

合い改良を目的とした繊維加工に関する研究

を実施した。そして、平成 12 年度から剛直

な靭皮繊維であるケナフ 100％織物に対する

酵素処理の柔軟化、染色方法等の検討を行っ

て、新たな用途展開に取り組んでいる。 

(三河繊維技術センター  佐藤嘉洋) 
（参考文献） 

稲垣 寛：繊維製品消費科学、4 1、19（2000） 
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表 ケナフの部位別利用途の一覧 
茎 根 葉 花 種子 

内皮部（靭皮繊維） 芯部（木質繊維） 全幹 

（繊維）家畜・愛玩動物の
敷きわら、ベッド、ＦＲＰ用
繊維 

（紡績・織布）ロープ・漁
網・袋・帽子・衣料品等 
（不織布）乗り物の衝撃吸

収材・油吸収材等 
（パルプ化）紙一般・タバコ
巻紙・コーヒーフィルター・

その他液体、気体類のフィ
ルター・壁紙等の内装材・
スピーカーコーン用紙等 

（チップあるいは粉末
化）吸油材・土壌改良
材・生ゴミ、泥土の吸

収材・茸の培養母体 
（圧搾・成形）ボード・建
材・家具等 

（炭化）活性炭－脱臭・
脱色等 
（パルプ化）紙の表面

平滑化・透明性・耐油
性の付与 

軽 量 素 材 と
し て の 利 用
（パルプ化） 

一 般 紙 ・ 壁
紙油取り紙・
スピーカーコ

ーン紙・パル
プモールド材
料 

放 置 し て
土 質 改 良
材にする。

－ 特 に 毛
細根 
（炭化）脱

臭・脱色 

家 畜 の
飼 料 食
用（食品

添加物） 
パン・菓
子・ふり

かけ・う
どん等 

鑑賞のほか布
の染色用ミラク
ルドリンクにタ

イケナフと呼ば
れているロゼ
ルの蔦は飲料

や食品添加物
としてタイでは
常用され、薬

用効果も報告
されている 

食用・医療・
灯 明 、 石 鹸
原料等 

（ 種 子 中 の
油の含有量
は２０数％で

ある） 
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 プラスチック廃棄物による環境汚染が社会

問題化し、これらの問題の解決と資源の有効

利用の観点から、１９９７年４月、容器包装

リサイクル法が施行され、昨年４月より「識

別表示」が義務づけられた。プラスチックの

回収には使用用途によっては回収困難なもの、

リサイクルが難しい物、回収コストがかかり

すぎるため実際的でないケースも多い。生分

解性プラスチックは、使用後廃棄すれば微生

物によって自然環境下で水と炭酸ガスに分解

するため、環境汚染問題の有力な対策として、

注目されてきた。しかし実際には、生分解性

プラスチックが現状の汎用プラスチックに代

わるには強度などの物性面や、耐久性、コス

ト問題からリサイクル、リユース、省資源・

省エネといった問題を含めた総合的な対策が

必要とされている。 

 生分解性プラスチックの歴史  

 自然界の動・植物、微生物がつくる全ての

高分子化合物は基本的には生分解性であるが、

溶融成型可能な熱可塑性ポリマーは希である。

１９２５年に巨大枯草菌の体内貯蔵物として

脂肪族ポリエステルが発見されたが、工業的

に注目されたのは１９８０年代、水素細菌や

メタノール資源化性細菌といった微生物の体

内で栄養として蓄えられた、極めて結晶性の

高い、熱可塑性のポリマーである。その後ポ

リブチレンサクシネート、ポリカプロラクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン、ポリ乳酸などの脂肪族ポリエステルや、

デンプン系の樹脂などの生分解性プラスチッ

クが開発され、利用されてきた。しかし、こ

れらの樹脂単独では十分な物性が得られない

ので、各種の樹脂をブレンドしたり、成型性

や耐熱性などの改良を加えた変性物に改良さ

れ、種々の用途に応じて使用されている。 

 生分解性樹脂の繊維化は①溶融点と熱分解

点が近い②紡糸温度や延伸条件など最適な紡

糸条件の設定が難しい③強伸度や耐熱性が低

いなど、汎用樹脂と比較して繊維化が難しく、

物性的にも劣ることが多い。また価格は現在

のところ汎用樹脂の３～５倍以上と高価であ

るが、消費量が拡大するにつれ、価格も下が

りつつある。 

 生分解性プラスチックの用途  
 生分解性樹脂は次の各分野で利用され、用

途開発が進められている。三河繊維技術セン

ターでは１９９４年から、熱可塑性の生分解

性樹脂を繊維化してロープ、ネット類から土

木、農業分野など、各種産業用製品を製造す

るための研究を行ってきた（表、ゴシック）。

現在では各種製品を試作し、物性や耐久性、

コンポスト化処理等の実用試験を行っている。

得られた成果を地元企業に技術移転したり、

また、地元企業や水産、農業関係の研究機関

と共同研究を進め、用途開発に努めている。 

（三河繊維技術センター 丹羽隆治） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途開発進む生分解性プラスチック
 

産業、環境保全分

野 

陸上、水産用資

材 

土木・建築用資

材 

農業用資材 

漁網・漁具、ロープ、ネット類、荷造り紐  

植生ネット、土嚢袋、パックドレイン、トラロ

ープ  
農業用シート、つり紐、遮光ネット、テープ  

防風・防塵ネット、防虫・防鳥ネット 

包装・容器材料 包装用材料 
食品用材料 

成型品 

包装フィルム、梱包用テープ  
食品容器、ラップ、食器 

プラスチック容器、おもちゃ、雑貨類 

その他 レジャー用品 

衣類 

医療用材料 

薬品用材料 

釣り糸、釣り具、登山用品、屋外使用製品 

衣服、インテリア用品 

手術用縫合糸、包帯、外科用綿 

薬品保存容器、薬品混入材料、包装フィルム 
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●織物技術高度化講習会 

 織物製造業をはじめ、その関連する繊維業

界の方々を対象に、講習会を開催します。 

○風通しが良く、肌が透けない織物の製造

技術 

尾張繊維技術センター 古田正明 

○ウールを活用した機能性素材 

 帝人ファイバー株式会社 

 スポーツ衣料課 課長 難波節哉 氏 

日時 １０月１６日 13:30～15:30 

場所 尾張繊維技術センター ３号館４階 

                研修室 

（一宮市大和町馬引字宮浦 35） 

お問い合わせ 

尾張繊維技術センター 開発技術室 

TEL 0586(45)7871 

●「産学交流テクノフロンティア２００２」 

 会期  平成１４年１０月１６日～１８日 

        10:00～17:00 

開催場所 名古屋市中小企業振興会館 

お問い合わせ 

愛知県産業技術研究所 企画連携部 

TEL 0566(24)1841 

愛知県産業労働部 産業技術課 

TEL 052-961-2111(内線)3383  

●テックスビジョン２００２ミカワ 

 会期 平成１４年１０月１７日～１９日 

        10:00～17:00 

 開催場所 蒲郡商工会議所 

 お問い合わせ 

 三河繊維技術センター 開発技術室 

                     TEL 0533(59)7146 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＩＴものづくり研修（後期） 

 三次元ＣＡＤに関する技術研修を開催しま

す。 

研修コース名・日時： 

・三次元ＣＡＤ基礎 

（10 月 16 日～17 日、１月 15 日～16 日、 

２月 12 日～13 日） 

・樹脂金型用三次元 CAD/CAM 

（11 月 13 日～14 日、３月 12 日～13 日) 

・SolidWorks による三次元設計入門 

（11 月 19 日～20 日、１月 21 日～22 日、 

２月 18 日～19 日） 

・SolidWorks による三次元 CAD 技術者養成コ

ース 

 （10 月８日～11 月 27 日のうち６日間） 

・ライノセラスによるデザイン向け CAD 入門 

 （11 月 21 日、１月 23 日、３月６日） 

・SolidWorks 体験実習と研修設備紹介 

（10 月 18 日、２月７日） 

場所：産業技術研究所 CADCAM 研修室 

URL:http://www.airi.aichi-iic.or.jp/ 

お問い合わせ 

愛知県産業技術研究所 

技術支援部機械電子室 

         TEL 0566(24)1841 

●愛知県産業デザイン講座 

○ノリタケの森 

（株）ノリタケアーティストクラブ 
取締役ノリタケの森企画室長 

             中川 雅 氏 

日時 １０月２２日 13:30～ 
場所 愛知県産業貿易館西館６階 

              視聴覚室 

（名古屋市中区丸ノ内 3-1-6） 

お問い合わせ 

  愛知県デザインセンター 

TEL 052(231)6351 内線 472 

 

 

 

 

 

お  知   ら  せ  

愛産研ニュースは以下のＵＲＬから、Ｐ

ＤＦ形式のファイルで、ダウンロードでき

ますので、ご利用ください。 

(URL) 
http://www.airi.aichi-iic.or.jp/html/news/

anews_idx.html 
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